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研究分野：	ウイルス学、感染症制御学
研究内容：	�ウイルス感染症に対して、感染後のウイルスと宿主側の攻防の全容を知るための基礎的研究を行っています。
	� また、重篤なウイルス感染症を防ぐための新しいワクチンや治療薬の開発研究、さらにウイルスを利用した
	 新しいがん治療法の開発研究などを行っています。

新興ウイルス感染症との闘い　
─ワンヘルス・ワンワールド─

One Health InitiativeのHPより

人の健康と動物の健康、環境は
一体として考えるべき

　2019年末に発生した新型コロナウイルス感染症の流行は全世界
に広がり、未だに人々の生活にも及ぶ大きな影響を及ぼしている。
このように、未知であった病原体が突然出現して流行する感染症を
新興感染症（Emerging Infectious Diseases）と呼ぶ。HIVやエボラ
ウイルス、SARS、高病原性鳥インフルエンザ、MARS、Zikaウイ
ルスの感染症などが含まれる。新興感染症は、近年になってその数
は増えており、毎年のように出現して問題となっている（図１）。

　未知の病原体はどこから来るのであろうか。新興感染症はほとん
どが人獣共通感染症であり、人類がなんらかの要因で動物と接触す
るようになり、それまで認識されていなかった病原体に感染するこ
とによる。しかし、本来動物にしか罹らなかったウイルスが、なぜ
人に感染できるようになったのか、なぜ動物によって症状が異なる
のかなど、大きな謎が残されている。また、その流行の拡大に対し
て迅速に対処するためには、予防法・治療法の開発が急務であるが、
数多くの新興感染症に対しては研究も対策も遅れてきた。本講演で
は、1998年にアジアで出現し、その致死率が70〜90％にも及ぶ
致死性の新興感染症であるニパウイルス感染症に対して、我々が
行ってきた基礎的および対策法開発の研究を概説する。特に我々が

開発した優れたワクチン候補（図２）を実用化するための活動と問
題点を紹介する。

　新興感染症がこの50年ほどの間に急増していながら、人類が迅速
な対策を講じてきたとは言い難い。人類はこの問題に対処する必要
性を真剣に議論し始め、2004に関係する国際機関などが集結して
会議が行われた。そこで、新興感染症は人と動物の両方を知るべき
であり、またその出現には環境要因も大きいこと、すなわち個々の
学問が別個に進められていてはこの問題に対処できない、一同に介
して協働して進めるべき、との考えが打ち出された。これが、人類
は「１つの世界、１つの健康」のもとに生きていることを認識すべき、
との「マンハッタン原則」、One Health, One Worldである。その後、
国際機関と米国、EUではこの原則を真摯に受け止めて実際の活動
が始まり、米国にもEUにも拠点が形成され、大学には学部も設立
されている。しかし、我が国は15年以上の遅れをとっている。
　これに対して、2022年東京大学生産技術研究所を中心として多
数の部局の参加を得て、One Health, One World連携研究機構が設
立された。本連携研究機構は、日本およびアジア初の拠点となって
研究を推進し、欧米の拠点と連携して国際的な活動に協力・貢献す
るとともに、次世代の研究者の育成を行うことを目指している。ま
だ設立間もないが、その紹介も行いたい。

新興再興感染症とは

新興再興感染症との闘い
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